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論文内容要旨
 種々の外来刺激が歯髄に及ぼす影響については, 病理組織学的に数多くの検索がなされている
 が, その多くは病理組織所見から刺激因子に対する臨床的な評価を行ったものである。 しかし,
 臨床において歯髄に影響を及ぼす諸因子は種々多様であり, 歯髄反応は種々の複数刺激の累積の
 結果生 じた もので, 歯髄の病態の発現機序を解析することは困難であった。
 そこで本研究では, 外来刺激に対する歯髄の病態の発現機序を明らかにすることを目的として,
 著者が歯髄診に臨床応用 している ドライアイスを用い, 温度的因子のみの単一刺激をエナメ ル質
 表面に直径2. 5m鶏 φ範囲に接触 したときの, ①寒冷刺激の伝導経路について抜去小臼歯を用い,
 熱電対にて解析 し, ②寒冷刺激による薦髄の血流変化について成犬の歯を用い, レーザー ドプラー
 血流計にて検討した。 次に, 寒冷鋼激の歯髄に及ぼす影響について, ③刺激直後の変化をヒトの
 歯髄について, ④経時的な変化を成犬の歯髄について病理組織学的に検討した。 その結果,
 ① エナメ ル質の一部に与えた熱はエナメ ル質を伝導 し歯冠部全周に波及したが, 臨床的歯頸
 線より歯根方向には波 及 し難かっ た。
 ② ドライアイス接触による歯髄腔内温度変化は抜去歯 (in vitro) よりも生体歯 (in viVO)
 のほうが小さく, 接触部位に相当する歯髄壁の温度は, 生体からの熱量供給との均衡の結果, 定
 常状態を呈 し, 成犬の in vivo における実験で 17。c 以下には下降しなかった。
 ③ 寒冷刺激による歯髄の血流変化を測定した結果, ドライアイス接触と同時に血流は急速に
 減少 し, ゼロを示した。 次いで ドライアイスを除去すると, 血流は次第に回復 し, さらに初期血
 流値の約2倍に増加 した。
 ④ ドライアイス接触直後のヒトの歯髄の絹織変化は, ドライアイス接触が三分間未満では全
 く変化がみられなかったが, 1分間以上の ドライアイ スの接触では歯髄に充血, 象牙芽細胞属の
 空胞化および象牙蘭質における桿状体の出現が認められた。
 象牙芽細胞麟の組織変化は, 熱の波及様式に一致して, 臨床的歯頸線の象牙細管歯髄端より歯
 冠剣の象牙芽細胞層全周 に認められた。
 ⑤ ドライアイスを2分間接触したときの成犬の歯髄の経時的な変化としては, 1週経過後に
 象牙芽細胞属の空胞化および固有歯髄の著明な網様萎縮が刺激側および繭激面反対但彗に認められ
 た。 1カ月経過後では, 象牙芽細胞層の空胞化および固有歯髄に網様萎縮の歯髄全域に波及した
 像が観察された。 しか し, いずれの経過例においても炎症性細胞浸潤は認められなかった。
 以上の結果から, 歯髄病態の発現機序には, 外来刺激によって惹起される歯髄の血流変化とそ
 れ に伴う漫 出性機構が重要な因子 となることが示唆され, このよう な循環障害 は経日的に歯髄全
 域に損傷を及ぼすことが示された。
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審査結果要旨
 歯髄疾患特に歯髄炎は口腔疾患のうちで日常頻繁にみられる疾患であるが, その臨床診駈と病
 理診断は必ずし も一致せず, 夫解決のまま 現在 に至ってい る。 本研究は歯髄の病態の発現機序を
 明確 にすることを目的と して, 臨床において著者 らが鮨髄診に用 いている ドライ アイ スを用 い,
 ヒ トおよ び成犬の歯について歯髄の組織変化を検討 したものである。
 本研究では, 初めに歯髄に及ぼす外来刺激の作用機序を解明するために, 寒冷刺激の伝導経路
 をヒト抜去小臼歯を用い熱電対で解析 し, 同時に寒冷刺激による歯髄の血流変化を成犬の歯を調
 いレーザー ドプラー血流計で灘定 している。 次に寒冷刺激の歯髄に及ぼす影響について刺激直後
 の変化をヒトの歯髄を用い, また経時的変化を成犬の歯髄で病理絹織学的に観察 している。 その
 結果, エナメル質の一部に与えた寒冷澗激は歯冠全周に波及し, 歯髄の組織変化も, 刺激藤下に
 とどま らず髄鶏部や刺激面反対側まで, 歯髄全周の象牙芽細胞懸にみられ, さらに寒冷刺激によ
 る歯髄内温度変化は抜去歯よりも生体菌の方が小さく, 成犬の iR vivo の実験で 貿℃ 以下には
 下降 しないことを確かめている。 また歯髄の血流は寒冷刺激の接触と同時に低下 してゼロを示 し,
 寒冷刺激の除去後は増加 して初期血流量の約2倍に達することを確認 している。 寒冷刺激による
 歯髄の組織変化に関しては, 1分未満では全く変化がなく, 工分以上では歯髄の充血, 象牙芽細
 胞層の空胞化, 桿状体の出現がみられ, 2分間接触させてi週間経過後では, 象牙芽細胞層の空
 胞化, 固有歯髄の網様萎縮が刺激側および刺激面反対側に認められ, iカ月経過後では象牙芽細
 胞層の空胞化と固有歯髄の網様萎縮が歯髄全域に波及するが, 炎症性細胞浸潤は認められないこ
 とを確かめている。
 以上, 本研究は外来刺激のうちで温度的因子のみの単一翻激と して ドライアイスを用い, 寒冷
 刺激の歯質への伝導とそれに梓う温度変化およ び血流変化に関する一連の実験を通 して歯髄の組
 織変化を解析 している。 この結果は歯髄の病態の研究および臨床における歯髄診断に寄与すると
 ころが大きく, 極めて有意義な研究と考えられる。 よって学位授与に値する ものと認める。
 一63一
